
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������

2016年（平成28年）11月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

消費税申告講習会のお知らせ
日 程 １１月２５日（金）
時 間 簡易課税

午前１０時～
本則課税

午後１時３０分～
会 場 全建愛知会館
参加費 無料
持ち物 筆記用具、電卓
申 込 税金対策部まで
※詳細は６頁をご覧ください。

秋の組織拡大強化月間 ９月～11月秋
の
組
織
拡
大
強
化
月
間

（
九
月
～
十
一
月
）
に
伴
い
、

各
支
部
に
お
い
て
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
組
織
拡
大
行
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
組
織
部

で
は
、
各
支
部
で
行
わ
れ
ま
す

組
織
拡
大
行
動
に
役
立
て
て
も

ら
え
る
よ
う
、
毎
年
こ
の
時
期

に
各
支
部
の
役
員
を
対
象
に
活

動
家
育
成
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

九
月
八
日
（
木
）
は
一
般
コ
ー

ス
が
行
わ
れ
、
三
十
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
近
年
、
法
人
を

設
立
す
る
組
合
員
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
適
用
除
外
に
つ
い

て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
適

用
除
外
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
対
象
者
や
、
受
け
ら
れ
る

対
象
者
、
手
続
き
方
法
、
適
用

除
外
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
適

正
な
保
険
に
入
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
「
社
会
保
険

未
加
入
対
策
」
に
も
触
れ
、
誰

が
ど
の
よ
う
な
保
険
に
入
る
こ

と
が
適
正
な
の
か
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
一
人
親
方
労
災
保
険
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
保
険
料

や
、
上
乗
せ
保
険
の
制
度
、
労

災
事
故
後
の
休
業
補
償
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

九
月
十
一
日
（
日
）
に
は
青

年
部
・
主
婦
の
会
コ
ー
ス
が
行

わ
れ
、
計
二
十
六
名
（
青
年
部

十
三
名
、
主
婦
の
会
十
三
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
全
建
愛

知
・
中
建
国
保
・
全
建
総
連
の

組
織
構
成
、
中
建
国
保
や
一
人

親
方
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き

や
制
度
内
容
、
組
合
共
済
制
度

の
申
請
方
法
や
給
付
内
容
等
を

学
習
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は

「
こ
れ
ま
で
あ
や
ふ

や
だ
っ
た
部
分
が
よ

く
理
解
で
き
た
。
中

建
国
保
や
、
一
人
親

方
労
災
に
は
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
未
加
入
者
に
魅

力
を
伝
え
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

組織部・青年部・

主婦の会

学
習
の
成
果
を
拡
大
に
活
か
そ
う

仲仲間間のの力力をを集集めめてて大大ききなな組組合合をを作作ろろうう
活
動
家
育
成
学
習
会

目目
指指
せせ
！！
一一
万万
三三
千千
人人
のの
組組
合合

組
織
拡
大
出
陣
式

八
月
二
十
八
日
（
日
）
～
二

十
九
日
（
月
）
に
か
け
た
一
泊

で
「
全
建
愛
知
組
織
拡
大
出
陣

式
」
を
蒲
郡
市
の
ホ
テ
ル
明
山

荘
で
開
催
し
ま
し
た
。

台
風
が
接
近
す
る
中
、
二
十

七
支
部
総
勢
六
十
七
名
が
集

結
。
参
加
し
た
各
支
部
の
代
表

よ
り
拡
大
報
告
・
力
強
い
意
思

表
明
が
さ
れ
、
組
織
拡
大
行
動

へ
の
士
気
高
揚
と
意
志
統
一
を

図
り
ま
し
た
。
出
陣
式
終
了
後

に
は
懇
親
会
も
行
わ
れ
、
よ
り

一
層
団
結
力
が
強
ま
り
ま
し

た
。各

支
部
の
取
り
組
み

組
合
員
宅
訪
問
や
現
場
廻
り

の
他
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
地

域
の
お
祭
り
会
場
、
健
診
会
場

を
利
用
し
た
チ
ラ
シ
配
布
や
声

か
け
な
ど
、
今
年
度
も
各
支
部

で
特
色
を
活
か
し
た
組
織
拡
大

行
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
瑞
穂
支
部
と

名
東
支
部
の
二
支
部
の
組
織
拡

大
行
動
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

瑞瑞
穂穂
支支
部部

残
暑
の
中
、
九
月
十
五
日

（
木
）
午
後
に
、
瑞
穂
支
部
役

員
六
名
に
て
区
内
の
住
宅
新
築

現
場
を
巡
回
し
、
働
く
建
設
職

人
さ
ん
に
、
全
建
愛
知
の
内
容

を
説
明
し
勧
誘
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
組
合
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
方
が
見
え
、
組
合

員
に
な
ら
れ
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
、
組
合
共
済
制
度
・

中
建
国
保
の
医
療
費
の
償
還
金

制
度
及
び
月
額
が
固
定
の
保
険

料
制
度
等
の
説
明
を
行
い
、
全

建
愛
知
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
連
絡
先
を
伝
え
現
場
を
後

に
し
ま
し
た
。

又
、
他
の
現
場
で
は
、
緑
・

港
・
津
島
支
部
の
組
合
員
さ
ん

が
、
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
作
業

を
一
時
中
断
し
拡
大
行
動
に
理

解
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
「
未

加
入
の
職
人

さ
ん
が
い
た

ら
紹
介
す
る

わ
」
と
心
強

い
声
を
い
た

だ
き
、
「
ぜ

ひ
と
も
宜
し

く
」
と
、
お

願
い
致
し
ま

し
た
。

今
回
は
役

員
の
事
前
の

現
場
位
置
の

確
認
調
査
の

お
か
げ
で
、

ス

ム

ー

ズ

に
、
多
く
の

工
事
現
場
を

訪
問
す
る
こ

と
が
で
き
大

変
良
か
っ
た
で
す
。

【
植
北
比
佐
夫
通
信
員
】

名名
東東
支支
部部

九
月
二
十
五
日
（
日
）
、
久

し
ぶ
り
の
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
名
東
支
部
拡
大
行
動
の
日

で
す
。
朝
九
時
に
役
員
が
三
台

の
車
に
分
乗
し
て
、
決
め
ら
れ

た
方
面
へ
と
出
発
し
て
い
き
ま

す
。日

曜
日
と
い
う
事
で
稼
働
現

場
が
少
な
い
為
組
合
員
宅
を
廻

る
の
が
主
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
運
よ
く
現
場
で
人
影
を
見

か
け
た
ら
声
か
け
を
し
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全

建
愛
知
名
東
支
部
で
す
」
。
す

で
に
加
入
済
み
で
も
、
未
加
入

で
も
こ
の
一
声
が
拡
大
行
動
で

す
。天

気
も
良
い
の
で
お
留
守
も

多
い
で
す
が
、
一
軒
一
軒
廻
り

ま
す
。
お
会
い
で
き
た
組
合
員

の
方
々
と
会
話
を
交
え
な
が
ら

組
合
の
近
況
報
告
を
し
ま
す
。

帰
り
の
際
に
「
ご
苦
労
様
で

す
」
と
元
気
の
出
る
一
声
を
頂

き
、
次
の
お
宅
に
廻
り
ま
す
。

全
て
廻
れ
ぬ
う
ち
に
集
合
時
間

と
な
り
少
々
残
念
。
皆
が
集
ま

り
報
告
会
。
そ
れ
ぞ
れ
が
手
応

え
を
感
じ
、
次
回
へ
の
期
待
を

し
な
が
ら
秋
の
拡
大
行
動
は
終

わ
り
ま
し
た
。

【
水
野
孝
夫
通
信
員
】

住宅新築現場で組合をアピール（瑞穂支部）

学習会の様子（一般コース）

組合員宅を一軒一軒訪問（名東支部）
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要要
予予
約約

①①
②②
③③
以以
外外
でで

受受
診診
すす
るる
場場
合合

（２）2016年（平成28年）11月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
七
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

目
標
が
達
成
で
き
な
い
場

合
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
減
額

さ
れ
、
来
年
度
以
降
の
保
険
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健健
康康
診診
断断
のの受受

診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て
「
中

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
本
人

と
二
十
歳
以
上
の
家
族
被
保
険

者
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
で
受
診
い
た

だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん

ぽ
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

必
須
項
目
も
含
ま
れ
た
健
診
項

目
を
実
費
負
担
な
し
で
受
診
で

き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

血

小

板
・
Ｍ
Ｃ
Ｖ
・
Ｍ
Ｃ
Ｈ
・

Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
・
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ

Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・

Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ

■
尿
検
査

尿
潜
血
・
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ

ン
・
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

・
血
液
検
査
（
Ｒ
Ｂ
Ｃ
・
Ｈ
ｂ
・
Ｈ
ｔ
）

【
が
ん
検
診
】

大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適適
用用
除除
外外
のの

従従
業業
員員
にに
つつ
いい
てて

適
用
除
外
事
業
所
＊
の
従
業

員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が
優

先
す
る
た
め
、
中
建
国
保
は
特

定
健
診
の
結
果
デ
ー
タ
を
提
供

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
協
力

費
と
し
て
上
限
一
万
五
百
円
を

支
払
い
ま
す
。

ま
た
、
集
団
健
診
や
契
約
医

療
機
関
健
診
の
利
用
も
可
能
で

す
。

＊
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

人
事
業
所
で
健
保
適
用
除
外

手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所

健健
診診
方方
法法

①①
集集
団団
健健
康康
診診
断断

上
記
①
集
団
健
康
診
断
日
程

表
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
混
雑
の
た
め
、
お

待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
食
事
は
前
日
の
午

後
九
時
ま
で
に
お

済
ま
せ
い
た
だ

き
、
当
日
、
健
診

終
了
ま
で
、
水
以

外
の
摂
取
は
お
や

め
く
だ
さ
い
。
牛

乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な

ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を
与

え
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

②②
巡巡
回回
健健
診診

十
月
上
旬
よ
り
、
今
年
度
未

受
診
者
の
方
を
対
象
に
巡
回
健

診
の
案
内
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
度
の
日
程
は
、
下
記
「
②

巡
回
健
診
日
程
表
」
の
よ
う
に

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
健
診
項

目
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
項
目

が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
手
元
に
届
い

た
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③③
契契
約約
健健
診診
機機
関関

下
記
③
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

「
健
康
保
険
証
」
を
呈
示
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
受
診
で
き
ま
す
。

④④
個個
人人
健健
診診

「
①
集
団
健
康
診
断
」
「
②

巡
回
健
診
」
「
③
契
約
健
診
機

関
」
以
外
で
受
診
し
た
場
合
、

中
建
国
保
の
規
定
の
条
件
（
受

診
者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満

た
し
て
い
な
い
と
補
助
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
診
を
受

け
る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

補補
助助
金金
額額

基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
五
百
円
ま
で
補
助
し
ま

す
。

注注
意意
事事
項項

・
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加
は

可
能
で
す
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン

部
分
は
自
己
負
担
、
当
日
払

い
に
な
り
ま
す
。
（
集
団
健

康
診
断
は
除
く
）

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

な
り
ま
す
。

集
団
健
康
診
断
の
様
子

①集団健康診断日程表（受付時間９：30~11 : 30）

年年
にに
一一
度度
はは

健健
康康
診診
断断
をを
受受
けけ
よよ
うう

※まず、受付へお越しください。健診の受付は「ボランティア会議室」

（下記会場図参照）になります。お間違いのないようにご注意ください。

※必ず会場へ「健康保険証」をご持参ください。また、事前予約の必要はご

ざいません。

※平成28年の集団健康診断は以上になります。

会場図 北

２階陽陽だだままりり
ガガーーデデンン

ひひななたたぼぼっっここテテララスス

陽陽だだままりり
ガガーーデデンン青青空空テテララスス

イインンフフルルエエンンザザ
予予防防接接種種会会場場

休休養養室室
研研
修修
室室ボボラランンテティィアア

会会議議室室 陽陽だだままりり
ガガーーデデンン

ひひななたたぼぼっっここテテララスス
健健診診受受付付

１階デデイイ
キキャャンンププ場場

駐駐
輪輪
場場

ふふれれああいい健健康康
ルルーームム

健健診診会会場場 車車寄寄せせエエレレベベーータターー

食食堂堂
駐駐
車車
場場

事事務務室室

②巡回健診日程表③契約健診機関一覧表 【要 予 約】【年度内随時】

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。
※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合

までご提出ください。

健診業者

三河安城クリニック

所在地

北名古屋市熊之庄大畔48

会場名

北名古屋市総合福祉センターもえの丘

曜

日

日

６

月

11

会場所在地

安城市桜町17-11

半田市東洋町１-８

あま市甚目寺二伴田65

津島市立込町４-144

一宮市朝日２-５-１

豊田市本新町７-48-６

愛知郡東郷町春木申下1337－１

岡崎市美合町並松１-２

名古屋市中区橘２-８-45

瀬戸市蔵所町１-１

名古屋市守山区大字下志段味字穴ヶ洞2271-129

小牧市下小針中島２-130

豊明市新田町吉池18-８

豊橋市草間町東山143-６

北名古屋市九之坪笹塚１

瀬戸市蔵所町１-１

名古屋市港区港町１-９

名古屋市中区橘２－８－45

北名古屋市法成寺蔵化60

名古屋市名東区藤里町1601

春日井市宮町３-８-２

名古屋市港区港町１-９

会場名

安城市文化センター

アイプラザ半田

甚目寺公民館

津島商工会議所

一宮市民会館

豊田市西部コミュニティセンター

東郷町商工会

愛知県青年の家

東別院会館

瀬戸蔵

サイエンス交流プラザ

小牧市北里市民センター

豊明勤労会館

アイプラザ豊橋

北名古屋市健康ドーム

瀬戸蔵

名古屋港ポートビル

東別院会館

北名古屋市文化勤労会館

サンプラザシーズンズ

春日井市西部ふれあいセンター

名古屋港ポートビル

曜

土

日

土

日

祝

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

日

12

13

19

20

23

26

27

３

４

10

11

21

22

28

29

４

５

11

12

月

11

12

１

２

予約受付時間

月～金曜日８：50～17:00

土曜日８：50～正午

月曜日～金曜日
９：00～16 : 30

月～金曜日９：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）９：00～13:00

火曜日～土曜日
９：00～17 : 00

月～金曜日９：00～11 : 30
担当：中村

月～金曜日８：30～17:00
土曜日８：30～11:30

月～金曜日８：30～17:00
土曜日８：30～11:00

月～金曜日９：00～17:00
土曜日９：00～11:00
月曜日～金曜日
９：00～17 : 00

月～金曜日９：00～17:30
土曜日９：00～12:30

月～金曜日１０：00～17:00
土曜日１０：00～14:00

月～金曜日８：30～17:30
土曜日８：30～12:30
火曜日～土曜日
８：30～16 : 00
月曜日～土曜日
８：30～17 : 00

月～金曜日８：00～18:00
土曜日８：00～17:00

月～金曜日１１：00～17:00
土曜日１１：00～14:00

電話番号

052-821-0090

052-741-9211

0533-59-7171

0566-75-7515

052-486-6875

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217

0567-28-5151
（内線3111)

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

052-611-8680

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１

名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F
名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137

名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

名古屋市南区白水町８

契約健診機関名

名古屋セントラルクリニック

国際セントラルクリニック

大名古屋ビルセントラルクリニック

和合セントラルクリニック

オリエンタル労働衛生協会

オリエンタル蒲郡健診センター

三河安城クリニック

ライフ健康クリニック

瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰玄会西病院

中京サテライトクリニック

だいどうクリニック

巡巡
回回
健健
診診
スス
タタ
ーー
トト
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2016年（平成28年）11月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（３）

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
創
設
等
学
習

会
」
が
十
月
四
日
（
火
）

午
後
六
時
三
十
分
か

ら
、
全
建
愛
知
会
館
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
住
宅
対
策
部
長

の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
宮
本
英
彦
豊
明
市

議
会
議
員
・
岩
本
一
三

あ
ま
市
議
会
議
員
・
橋

本
浩
幹
名
古
屋
市
議
会

議

員

か

ら

住

宅

リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
江
南
・
岩
倉
市
、

扶
桑
町
で
の
助
成
金
採
択
へ
の

具
体
的
な
方
法
と
継
続
に
つ
い

て
、
尾
北
支
部
／
大
島
孝
親
氏

よ
り
「
市
議
会
議
員
へ
説
明
を

何
度
も
行
い
、
理
解
・
協
力
を

頂
く
よ
う
に
し
て
各
市
議
会
の

議
長
宛
て
に
請
願
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
住
民
が
地
元
の
建
設

業
者
に
修
繕
・
補
修
等
を
依
頼

し
施
工
し
た
場
合
、
自
治
体
が

助
成
す
る
こ
と
で
住
民
の
住
環

境
整
備
改
善
と
地
元
の
地
域
経

済
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
旨
を
請
願
し
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
の
採

択
を
得
ま
し
た
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

【
嶋
﨑
保
男
教
育
宣
伝
部
長
】

十
月
一
日
（
土
）
、
共
済
福

祉
部
主
催
の
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
婚
活
」
。
多
数
の
テ
レ
ビ
出

演
を
さ
れ
て
い
る
大
橋
清
朗
氏

を
招
き
、
結
婚
へ
進
ま
な
い
原

因
と
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

簡
単
に
勉
強
会
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。
統
計
に

よ
る
と
三
十
才
で
未
婚
の

人
が
、
将
来
結
婚
で
き
る

の
は
十
人
中
三
人
し
か
い

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
は
結
婚

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
だ

け
で
は
「
生
涯
未
婚
」
へ

ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。
結
婚

し
な
い
最
大
の
原
因
は

「
親
と
の
同
居
」
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
快

適
で
い
つ
ま
で
も
待
て
る

か
ら
で
す
。
結
婚
へ
進
む

た
め
に
は
、
今
後
の
人
生
設
計

を
し
っ
か
り
考
え
る
事
、
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
参
加
し
て

簡
単
で
は
な
い
現
実
を
知
り
危

機
感
を
持
つ
事
で
す
。
最
後

に
、
「
人
柄
と
相
性
以
外
の
こ

だ
わ
り
を
捨
て
て
相
手
を
探
し

て
く
だ
さ
い
」
と
結
ば
れ
ま
し

た
。厳

し
い
お
話
の
中
に
ユ
ー
モ

ア
を
織
り
交
ぜ
、
楽
し
い
勉
強

会
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
後
藤
啓
二

共
済
福
祉
部
員
】

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

構
築
し
活
用
し
ま
し
ょ
う

原
因
を
理
解
し
、危
機
感
を
持
と
う

「
婚
活
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
対
策
」

結婚に向け幅広くサポート
具体的な取り組み方法を説明する大島氏

共済福祉部
勉強会

住宅対策部
学習会

【
補
助
対
象
者
】

接
種
時
点
で
中
建
国
保
の
資

格
の
あ
る
組
合
員
・
家
族

【
補
助
対
象
と
な
る

接
種
の
時
期
】

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
～

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

【
補
助
金
額
】

接
種
費
用
に
か
か
わ
ら
ず
一

人
当
た
り
二
千
円
を
年
度
内
二

回【
必
要
書
類
】

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

補
助
金
申
請
書

申
請
書
は
平
成
二
十
八
年
度

中
建
国
保
の
便
利
帳
九
十
二
頁

以
降
に
添
付
。
ま
た
、
中
建
国

保
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

②
次
の
条
件
を
満
た
す
書
類

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の

・
接
種
日
、
接
種
を
受
け
た

方
、
医
療
機
関
名
が
確
認

で
き
る
も
の

例
／
領
収
書
の
原
本
、
接
種

証
明
の
写
し
、
母
子
手
帳

の
表
紙
及
び
予
防
接
種
の

記
録
欄
の
写
し
等

【
支
給
方
法
】

補
助
金
は
、
申
請
月
の
翌
月

末
に
ろ
う
き
ん
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中建国保

今
年
度
か
ら

一
人
二
回
に
拡
大

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金
制
度

キャロット８月号で募集しました安

全標語は、34点の応募がありました。

労働対策部で４点を選考し、10月の

執行委員会で次の方々が優秀賞・佳作

に決定しました。

多くのご応募、ありがとうございま

した。

優秀賞 小牧 和田 夏海 さん

佳 作 津島 竹谷 浩 さん

東海 孫入 正文 さん

東海 孫入 法子 さん

優秀賞の和田 夏海さんには１万円分の商品券を、佳作の３名の方に

は5,000円分の商品券をお送りします。

なお、優秀賞・佳作の作品は今月号より１年間、キャロットに掲載い

たします。

みなさんのさらなる安全意識向上で、事故のない職場づくりをお願い

します。

安
全
は心

の
ゆ
と
り大

切
に

優
秀
賞
の
安
全
標
語

中建国保では、被保険者の健康を願い、保健事業として保養施設の利用者

に補助を行っています。

余暇を利用して、保養や心身のリフレッシュにご利用ください。

補助の対象者は、保養施設に宿泊した日において、中建国保の被保険者資

格があれば補助を受けられます。（但し、宿泊料金が無料の場合は補助の対

象から除きます）

補助金は、１人当たり3,000円。年度内１回補助が受けられます。（平成

28年４月１日～平成29年３月31日までの宿泊に適用）

ご利用方法は…

①施設を利用する場合は、ご希望の施設に直接お申込みください。

※保養施設は、「中建国保の便利帳／平成28年度版」に一覧掲載。

②便利帳の「保養施設利用者補助金申請書」にフロントで宿泊証明をもらっ

てください。

③「申請書」を組合へ提出してください。

※補助金は申請月の翌月末に労金口座に振込ます。

※複数の世帯で一緒に利用される場合、申請書は一世帯ごとに必要です。

※宿泊証明が受けられなかったときは領収証を添付して申請してください。

※問合 健康保険・共済課までご連絡ください。

中建国保愛知県支部の推薦により、

新たに補助対象保養施設が追加されました。

三谷温泉 ホテル明山荘
蒲郡市三谷町鳶欠14―１ ℡０５３３―６８―４６４１

※平成28年11月１日以降の宿泊分より補助対象となります。

中
建
国
保

保保養養施施設設のの利利用用でで補補助助金金支支給給
ごご家家族族そそろろっってて楽楽ししいい余余暇暇をを

おめでとうございます

優秀賞は和田 夏海さん
安全標語決定！
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十
月
七
日
（
金
）
、
東
京
メ

ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
、
『
平
成

二
十
八
年
度
優
秀
施
工
者
国
土

交
通
大
臣
顕
彰
（
建
設
マ
ス

タ
ー
）
お
よ
び
青
年
優
秀
施
工

者
土
地
・
建
設
産
業
局
長
顕
彰

（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）

式
典
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰
者
は
、「
建
設
マ
ス
タ
ー
」

と
呼
ば
れ
、
現
場
の
第
一
線
で

「
も
の
づ
く
り
」
に
直
接
従
事

し
て
い
る
方
の
中
か
ら
、
特
に

優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、

さ
ら
に
後
進
の
指
導
・
育
成
等

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
建

設
技
能
者
の
方
を
対
象
と
し

て
、
平
成
四
年
度
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
高
峰
の
技
能

者
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
、
誇
り

と
意
欲
を
持
っ
て
い
だ
だ
く
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
方
々
を
広

く
国
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
社
会
的
地
位
・
評
価
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年

優
秀
施
工
者
土
地
・
建
設
産
業

局
長
顕
彰
者
「
建
設
ジ
ュ
ニ
ア

マ
ス
タ
ー
」
は
、
建
設
マ
ス
タ
ー

に
達
す
る
ま
で
の
技
能
の
向
上

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

と
と
も
に
、
建
設
技
能
者
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
の

強
化
を
図
り
、
も
っ
て
若
年
層

の
入
職
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
全
国
で
建
設
マ
ス

タ
ー
四
百
十
五
人
、
建
設
ジ
ュ

ニ
ア
マ
ス
タ
ー
百
六
人
が
受

賞
。
中
小
建
設
業
住
宅
セ
ン

タ
ー
（
全
建
総
連
）
か
ら
は
、

建
設
マ
ス
タ
ー
に
山
﨑
達
也
さ

ん
（
全
建
愛
知
）
を
含
む
六
人

が
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

に
三
人
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
﨑
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
一
層
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

技
術
対
策
部
・
技
術
研
修
会

を
九
月
二
十
二
日
（
木
・
祝
）

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

は
総
勢
三
十
一
名
に
て
、
富
山

県
五
箇
山
の
合
掌
集
落
の
見
学

を
し
ま
し
た
。
台
風
十
六
号
の

影
響
が
残
っ
た
天
気
で
時
折
、

雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
バ
ス
を
降
り
て
散
策

を
す
る
際
に
は
雨
が
止
む
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
ほ
ど
濡
れ
る
こ

と
な
く
見
学
が
出
来
ま
し
た
。

五
箇
山
は
白
川
郷

と
共
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
屋
根
勾
配
や
玄

関
の
位
置
に
違
い
が

み
ら
れ
ま
す
。
湿
気

が
多
く
重
た
い
雪
が

降
る
五
箇
山
で
は
、

雪
を
落
と
し
や
す
い

急
な
屋
根
と
、
玄
関

が
妻
側
（
正
面
）
に

あ
る
家
屋
が
特
徴
と

な
り
ま
す
。
集
落
は

塩
硝
（
火
薬
原
料
）

製
造
で
加
賀
藩
か
ら

手
厚
い
庇
護
を
受
け
た
た
め
、

重
厚
な
合
掌
造
り
が
立
ち
並
び

ま
す
。
ま
た
、
平
家
の
落
人
が

逃
げ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
隠
田

集
落
で
あ
り
、
合
掌
造
り
の

二
・
三
階
で
は
養
蚕
も
盛
ん
で

し
た
。
こ
の
事
は
大
学
の
入
学

試
験
に
も
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
一
部
で
は
「
雄
三
が
五
人

お
ん
で
ん
（
隠
田
集
落
）
五
加

山
（
五
箇
山
）
雄
三
。
で
も
あ

な
た
は
洋
さ
ん
（
養
蚕
）
で
が

し
ょ
（
合
掌
造
り
）
？
」
と
い

う
語
呂
合
わ
せ
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

昼
食
は
合
掌
造
り
「
山
下

家
」
で
郷
土
料
理
を
頂
き
、
合

掌
造
り
で
の
生
活
の
一
端
に
触

れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
は
宿
泊
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
国
指

定
重
要
文
化
財
の
村
上
家
で
は

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
こ
き
り
こ
節
」
の
実
演
も

見
学
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
技
術
対
策
部
一
同
で

い
ろ
い
ろ
な
研
修
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

優優優優優優優優
秀秀秀秀秀秀秀秀
施施施施施施施施
工工工工工工工工
者者者者者者者者
国国国国国国国国
土土土土土土土土
交交交交交交交交
通通通通通通通通
大大大大大大大大
臣臣臣臣臣臣臣臣
顕顕顕顕顕顕顕顕
彰彰彰彰彰彰彰彰

重厚な合掌造りの
生活を体験 山山山山山山山山山

﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑
達達達達達達達達達
也也也也也也也也也
さささささささささ
んんんんんんんんん

富山県／五箇山合掌集落

おおおおおおおおお
めめめめめめめめめ
ででででででででで
ととととととととと
ううううううううう
ごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざ
いいいいいいいいい
ままままままままま
すすすすすすすすす

（（（（（（
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雪を落としやすい急勾配の屋根

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
独
立
し
、
み
な
さ
ん
に
お
支

え
い
た
だ
き
今
日
ま
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
く
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
を

注
い
で
頂
い
た
関
係
者
の
方
々
、
ま
た
今
迄
お
支
え
頂

い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

郷土料理を堪能

尾
北
支
部
で
は
行
動
の
結

果
、
平
成
二
十
四
～
二
十
六

年
度
の
三
ヵ
年
、
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
が
岩
倉
市
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
再
度
の

助
成
と
の
要
望
が
あ
り
、
二

十
九
年
度
予
算
化
を
目
標
に

行
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
市
で
は
三
ヵ
年
で
予

算
執
行
額
二
千
四
百
四
十
五

万
二
千
円
、
工
事
総
額
五
億

三
千
百
三
十
九
万
三
千
円
、

工
事
件
数
四
百
二
十
七
件
、

経
済
効
果
二
十
一
・
七
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
十
月
三
日
に

宮
島
支
部
長
、
大
島
副
支
部

長
、
市
か
ら
塚
本
・
宮
川
議
員

が
出
席
し
懇
談
し
ま
し
た
。
議

員
か
ら
当
制
度
は
好
評
で
あ
っ

た
が
市
長
選
挙
が
二
十
九
年
一

月
に
実
施
と
、
そ
の
他
の
要
因

が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
各
議
員

と
当
局
に
、
要
望
内
容
等
を
文

面
に
て
配
付
し
周
知
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

扶
桑
町
で
は
、
矢
島
議
員
よ

り
「
空
き
家
対
策
・
定
住
者
対

策
」
等
の
実
行
で
、
住
環
境
改

善
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
よ
る

経
済
効
果
の
促
進
を
議
会
な
ど

に
働
き
か
け
て
い
く
。
よ
っ
て

要
望
に
沿
う
と
考
え
ま
す
。
二

十
五
～
二
十
七
年
度
合
計
で

は
、
予
算
執
行
額
五
千
百
二
万

三
千
円
、
工
事
総
額
四
億
二
千

六
百
八
十
九
万
二
千
円
、
工
事

件
数
四
百
三
十
八
件
、
経
済
効

果
八
・
四
倍
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
（
建
設
労
働
者
）
の
仕

事
確
保
・
地
域
の
た
め
に
多
く

の
支
部
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
江
南
市
で
の
十
月
二
十
日
澤

田
市
長
へ
の
要
望
行
動
に
つ
い

て
は
十
二
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）

【
尾
北
支
部

大
島
孝
親

記
】

主
婦
の
会
で
は
、
毎
年
健
康

増
進
と
親
睦
を
目
的
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
九
月
二
十
七
日
（
火
）
に

東
山
動
植
物
園
で
開
催
し
、
十

五
名
の
幹
事
が
参
加
し
ま
し

た
。
台
風
や
長
雨
が
続
き
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
照
り
返
し
の
強
い
三
十
度
を

超
え
る
夏
日
と
な
り
ま
し
た
。

東
山
動
植
物
園
は
二
〇
一
〇

年
に
策
定
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ン

に
よ
り
、
展
示
施
設
の
整
備
工

事
を
進
め
て
い
る
真
っ
最
中
。

来
年
三
月
に
は
開
園
八
十
周
年

を
迎
え
、
そ
ん
な
歴
史
あ
る
変

化
を
見
て
回
り
ま
す
。
平
日
で

は
あ
り
ま
し
た
が
園
児
や
小
学

生
の
団
体
、
家
族
連
れ
も
多
く

と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。北

園
で
は
話
題
の
イ
ケ
メ
ン

ゴ
リ
ラ
〝
シ
ャ
バ
ー
ニ
〟
を
前

に
し
て
、
大
き

な
体
と
迫
力
に

釘
づ
け
に
な
り

ま
し
た
。
本
園

で
は
コ
ア
ラ
の

機
敏
に
動
き
回

る
姿
に
運
よ
く

出
会
い
意
外
性

に

驚

き

ま

し

た
。参

加
者
は
普

段
見
か
け
な
い

樹
木
や
花
、
キ

ノ
コ
な
ど
を
見

つ
け
て
は
物
珍

し
さ
に
目
を
輝

か
せ
た
り
、
暑

い
中
坂
道
や
階
段
を
た
く
さ
ん

歩
い
た
達
成
感
を
得
た
り
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。正

午
に
な
り
中
央
休
憩
所
に

集
結
、
少
々
お
疲
れ
気
味
で
し

た
が
熱
中
症
も
ケ
ガ
も
な
く
無

事
に
終
了
。
お
疲
れ
様
で
し

た
。

イ
ケ
メ
ン
に
会
え
た

東
山
動
植
物
園

平
成
二
十
八
年
度
運
動
方
針
に

基
づ
き
リ
フ
ォ
ー
ム
行
動

主 婦 の 会

ウォーキング

大人気のシャバーニ

山
﨑

達
也
さ
ん

（
中
川
熱
田
支
部
／
内
装
工
・
五
十
五
才
）
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九
月
十
一
日
（
日
）
、
東
海

支
部
は
生
き
て
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
『
ニ
フ
レ
ル
』
と
ダ
イ
ニ
ン

グ
ラ
ン
ド

マ
ジ
ッ
ク
バ
ー
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
見
に
大
阪
に

向
か
い
ま
し
た
。
最
初
の
休
憩

場
所
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

お
笑
い
芸
人
た
ん
ぽ
ぽ
の
川
村

さ
ん
に
会
い
握
手
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

予
定
時
間
よ
り
少
し
遅
れ
て

最
初
の
目
的
地
の
ニ
フ
レ
ル
に

到
着
。
水
族
館
、
動
物
園
、
美

術
館
を
超
え
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

‼
ア
ー
ト
の
よ
う
に
生

き
も
の
を
観
察
で
き
た

り
、
大
迫
力
の
ホ
ワ
イ

ト
タ
イ
ガ
ー
、
珍
獣
ミ

ニ
カ
バ
な
ど
大
人
も
子

供
も
大
興
奮
。

そ
の
後
は
本
日
の
メ

イ
ン
、
マ
ジ
ッ
ク
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
。
初
め

て
見
る
生
マ
ジ
ッ
ク

に
、
「
え
っ
マ
ジ
？
」

「
ス
ゲ
ー
！
」
な
ど
大

盛
り
上
が
り
！

帰
り
は
子
供
た
ち
に

大
人
気
の
ビ
ン
ゴ
大
会
。
今
回

は
僕
も
初
当
た
り
♪
色
々
あ
り

楽
し
い
レ
ク
に
な
り
ま
し
た
。

【
河
野
弘
貴
通
信
員
】

九
月
二
十
五
日
（
日
）
、

毎
年
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
サ
ン
ボ
ウ
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は

お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
合

わ
せ
て
三
十
七
名
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

支
部
長
の
始
球
式
の

後
、
全
員
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。
午
後
一
時
半
開
始
と

あ
っ
て
体
が
重
い
か
と
思

い
き
や
、
皆
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

軽
く
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で

し
た
。

趣
味
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
て

い
る
人
も
い

れ
ば
、
一
年

ぶ
り
の
人
も

み
え
、
フ
ォ

ー
ム
も
得
点

も
様
々
。
ガ

ー
タ
ー
防
止

柵
の
お
か
げ

で
ス
ト
ラ
イ

ク
が
と
れ
、

子

供

達

も

「
ヤ
ッ
タ
ー
」

と
大
喜
び
で

し
た
。

そ
し
て
ゲ

ー

ム

の

後

は
、
成
績
発

表
と
賞
品
授

与
式
で
す
。
一
位
か
ら
五
位
の

人
ま
で
順
番
に
呼
ば
れ
支
部
長

と
豪
華
賞
品
と
記
念
撮
影
。
そ

の
他
、
飛
び
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
、

参
加
賞
な
ど
を
頂
き
大
満
足
で

今
年
の
大
会
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
西
﨑
洋
子
通
信
員
】

東
海
支
部
／
ニ
フ
レ
ル
と
マ
ジ
ッ
ク
バ
ー

岡崎支部／ボウリング大会

笑顔ながらも真剣勝負 マ
ジ
ッ
ク
を
間
近
に

わくわくドキドキの表彰式ピンまで届け～

九
月
二
十
五
日
（
日
）
、
汗

ば
む
よ
う
な
陽
気
の
中
、
豊
田

支
部
は
参
加
者
七
十
五
名
バ
ス

二
台
で
「
南
信
州
そ
ば
打
ち
体

験
と
り
ん
ご
狩
り
と
ホ
テ
ル
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
」
の
日
帰
り

旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ツ

ア
ー
名
通
り
の
盛
り
沢
山
な
内

容
で
、
そ
の
他
も
南
木
曽
の
妻

籠
宿
散
策
が
あ
り
、
「
食
」
「
体

験
」
「
観
賞
」
と
充
実
感
た
っ

ぷ
り
！

妻
籠
で
は
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ

に
耳
を
癒
さ
れ
、
伝
統
的
な
町

並
み
に
情
緒
を
感
じ
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
で
お

腹
を
い
っ
ぱ

い
に
し
た
後

…
「
り
ん
ご

狩
り
」
。
採
っ

た
そ
の
場
で

食
べ
ら
れ
る

の
で
、
両
手

に
持
っ
て
丸
か
じ
り
す
る
姿

や
、
お
父
さ
ん
が
包
丁
さ
ば
き

を
披
露
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。そ

し
て
お
楽
し
み
「
そ
ば
打

ち
体
験
」
。
最
初
の
ニ
コ
ニ
コ

顔
も
作
業
が
進

む
に
つ
れ
て
真

剣
な
表
情
に
！

皆
さ
ん
自
分
で

打
っ
た
お
そ
ば

は
美
味
し
く
食

べ

ら

れ

た

で

し
ょ
う
か
？
？

企
画
準
備
を

し
て
下
さ
っ
た
役
員
様
方
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

【
中
島
裕
子
通
信
員
】

豊
田
支
部
／
南
信
州
そ
ば
打
ち
体
験
と

り
ん
ご
狩
り
と
ホ
テ
ル
バ
イ
キ
ン
グ

自
分
で
打
っ
た
そ
ば
の
お
味
は
？

タネもシカケもわかりません

碧碧海海支支部部／／鳥鳥羽羽浜浜島島船船上上海海鮮鮮
ババーーベベキキュューーとと伊伊勢勢神神宮宮内内宮宮散散策策

元元気気なな船船長長ささんんにに迎迎ええらられれてて
いきいきとした姿に魅せられる

十
月
二

日
（
日
）

碧
海
支
部

は
、
鳥
羽

浜
島
船
上

バ

ー

ベ

キ
ュ
ー
と

伊
勢
神
宮

内
宮
の
散

策
に
、
参
加
者
二
十
九
名
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

出
発
時
は
、
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
到
着
す
る
頃
に

は
す
っ
か
り
晴
れ
、
い
い
お
天

気
に
。
元
気
の
い
い
船
長
さ
ん

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
船

に
乗
っ
て
美
し
い
景
色
を
眺
め

な
が
ら
伊
勢
志
摩
の
新
鮮
な
エ

ビ
、
大
あ
さ
り
、
イ
カ
、
ホ
タ

テ
な
ど
を
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
船
長
さ
ん
が

ア
ワ
ビ
、
車
エ
ビ
を
持
っ
て
き

て
く
れ
、
活
き
の
い
い
エ
ビ
が

網
の
上
で
ピ
エ
ン
ピ
エ
ン
跳
ね

て
び
っ
く
り
！
船
長
さ
ん
の
楽

し
い
お
話
と
お
い
し
い
食
事
で

大
満
足
！
み
ん
な
笑
顔
で
し

た
。そ

の
後
、
伊
勢
神
宮

参
拝
と
お
か
げ
横
丁
散

策
で
私
た
ち
家
族
は
十

年
ぶ
り
に
お
参
り
す
る

こ
と
が
で
き
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

バ
ス
の
中
で
も
行
き

帰
り
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛

り
上
が
り
、
皆
様
の
温

か
さ
に
触
れ
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
、
楽
し
い

一
日
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
齋
藤
治
子

記
】

伊勢志摩の幸を豪快にバーベキュー

見事な包丁さばきです

久しぶりのお参りへ

平
成
二
十
八
年
度
の
支
部
レ

ク
を
十
月
二
日
（
日
）
に
行
い

ま
し
た
。
行
先
は
『
京
都
貸
切

り
嵐
電
乗
車
と
お
ば
ん
ざ
い
バ

イ
キ
ン
グ
』
。
行
き
は
バ
ス
の
中

で
、
中
建
国
保
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
皆

さ
ん
に
見
て
も
ら
い
、
あ
と
か

ら
感
想
を
聞
く
と
、
「
色
々
と

知
ら
な
か
っ
た
事
が
あ
っ
た
。

も
っ
と
知
り
た
い
」
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

お
昼
の
食
事
は
、
渡
月
橋
が

真
下
に
見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
嵐

山
で
、『
京
お
ば
ん
ざ
い
バ
イ
キ

ン
グ
』
で
し
た
。
皆
さ
ん
熱
心
に

お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
散
策
、
食
べ
歩
き
、

井
筒
八
つ
橋
本
舗
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
帰
路
の
車
内
で
は
お

腹
も
い
っ
ぱ
い
、
お
土
産
も

い
っ
ぱ
い
で
眠
た
そ
う
で
し
た

が
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る

と
皆
さ
ん
の
目
が
輝
き
賞
品

ゲ
ッ
ト
に
必
死
で
し
た
。
今
回

は
景
品
を
全
員
に
渡
る
よ
う

に
、
そ
し
て
豪
華
に
し
ま
し

た
。
ラ
ス
ト
の
組
合
員
さ
ん
に

は
、
特
別
賞
を
も
う
け
受
け

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
日
事
故
も
な
く
無
事
に
帰

れ
た
こ
と
に
役
員
一
同
感
謝
で

す
。
組
合
員
家
族
の
皆
さ
ん
も

大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

【
戸
ヶ
里
勝
義

記
】

瑞瑞穂穂支支部部／／嵐嵐電電乗乗車車とと
おおばばんんざざいいババイイキキンンググ

京京都都のの美美味味をを食食べべすすぎぎたた

天台宗青蓮院門跡を散策 嵐電にのって市内観光へ太さを揃えるのは大変
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【
消
費
税
申
告
講
習
会
】

本
則
・
簡
易
課
税
制
度
に
分

か
れ
て
、
例
題
を
も
と
に
実
際

の
税
額
の
計
算
や
申
告
書
等
の

作
成
を
行
う
消
費
税
申
告
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

二
月
開
催
の
申
告
学
習
会

の
時
期
は
、
消
費
税
の
説
明

や
計
算
の
お
手
伝
い
は
一
切

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の

講
習
会
や
税
金
学
習
デ
ー
な

ど
に
よ
り
準
備
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
程

十
一
月
二
十
五
日

（
金
）

■
時
間

簡
易
課
税

午
前
十
時
～

本
則
課
税

午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
持
物

筆
記
用
具
・
電
卓
等

【
消
費
税
判
定
】

組
合
で
は
、
本
則
課
税
・
簡

易
課
税
の
ど
ち
ら
を
選
択
し
た

ほ
う
が
有
利
な
の
か
判
断
す
る

た
め
の
、
消
費
税
判
定
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
年
末
調
整
講
習
会
】

年
末
調
整
講
習
会
で
は
、
組

合
で
用
意
し
た
例
題
に
沿
っ
て

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
の
仕
方

か
ら
、
税
務
署
や
市
町
村
へ
の

提
出
書
類
作
成
ま
で
の
、
一
通

り
の
実
務
手
続
き
を
指
導
し
ま

す
。

■
日
程

十
二
月
九
日
（
金
）

■
時
間

午
前
十
時
～
正
午

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
持
物

筆
記
用
具
・
電
卓
等

【
税
金
学
習
デ
ー
】

年
度
末
に
向
け
て
源
泉
徴

収
・
年
末
調
整
の
仕
方
や
所
得

税
・
消
費
税
申
告
の
仕
方
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。
税
金
や
記
帳

に
つ
い
て
不
安
や
疑
問
を
お
持

ち
の
方
は
、
二
月
開
催
の
全
建

愛
知
税
金
申
告
学
習
会
の
前
に

必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場
・
日
程

豊
橋
事
務
所

十
二
月
十
一
日
（
日
）

本
部
事
務
所

十
二
月
十
八
日
（
日
）

一
月
十
五
日
（
日
）

■
時
間

午
前
十
時
～
午
後
四
時

※
税
金
学
習
（
相
談
）
デ
ー
は

個
別
に
行
い
ま
す
の
で
、
希

望
時
間
と
相
談
内
容
を
組
合

に
電
話
予
約
の
上
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
一
組
・
一
時
間
程
）

※
そ
の
他
、
税
金
に
関
す
る
ご

質
問
等
も
随
時
お
受
け
い
た

し
ま
す
。

※
申
込
・
問
合

税
金
対
策
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
内
の
所
管
行
政
庁
と

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
で

は
、
長
期
優
良
住
宅
及
び
低
炭

素
建
築
物
の
制
度
の
概
要
・
認

定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
設
計
事
務
所
や

建
設
業
者
等
を
対
象
と
し
た
講

習
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料

無
料

■
講
習
時
間

午
後
一
時
三
十
分

～
午
後
五
時

【
岡
崎
会
場
】

日
程

平
成
二
十
九
年
二
月
二
日
（
木
）

会
場

愛
知
県
西
三
河
総
合
庁

舎
十
階
大
会
議
室

岡
崎
市
明
大
寺
本
町
一
―
四

定
員

二
百
五
十
名
（
先
着
順
）

〆
切

一
月
十
七
日
（
火
）

【
名
古
屋
会
場
】

日
程①

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日（
火
）

②
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
（
火
）

会
場

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー

十
二
階

会
議
室
Ｅ

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
三
―
一
―
二

定
員

各
百
五
十
名
（
先
着
順
）

〆
切

①
一
月
二
十
四
日
（
火
）

②
二
月
十
四
日
（
火
）

■
申
込
方
法
・
問
合
先

愛
知
県
建
築
指
導
課

優
良

住
宅
・
相
談
グ
ル
ー
プ
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
受
講
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

℡
０
５
２
―
９
６
１
―
９
７
１
７

長
期
優
良
住
宅
・
低
炭
素
建
築
物

認
定
制
度
講
習
会

節節
税税
のの
たた
めめ
賢賢
いい
納納
税税
者者
にに
なな
りり
まま
しし
ょょ
うう

知知
識識
・・
技技
能能
をを
高高
めめ
よよ
うう

各各
種種
税税
金金
講講
習習
会会
のの
ごご
案案
内内

消費税講習会の様子

税税金金対対策策部部

■
日

程

十
一
月
十
六
日
（
水
）

■
時

間

午
後
一
時
三
十
分

～
午
後
五
時

■
会

場

全
建
愛
知
会
館

■
受
講
料

三
千
五
百
円

（
テ
キ
ス
ト
含
む
）

※
組
合
員
外

五
千
円

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
労

働
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
日
程

十
一
月
十
日
（
木
）

十
三
日
（
日
）

十
七
日
（
木
）

二
十
日
（
日
）

平
日

午
後
七
時
～

午
後
九
時
三
十
分

日
曜

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時

■
定
員

十
二
名
〆
切

■
受
講
料

五
千
円
（
教
材
テ
キ
ス
ト
付
き
）

※
実
地
用
木
材
料
費
別
途

■
会
場
及
び
申
込
・
問
合
先

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

名
古
屋
市
北
区
清
水
五
―
六
―
九

国
保
会
館
三
階
会
議
室

℡
０
５
２
―
９
１
０
―
０
６
０
８

足
場
の
組
立
て
等
の

業
務
に
係
る
特
別
教
育

規
矩
術（
棒
隅
）技
能
講
習
会

さ
し
が
ね
の
基
礎
か
ら

墨
付
け
実
技
の
要
領
ま
で

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。
学
科
・
実
技
の
計
三

日
間
を
受
講
し
、
規
程
の
成
績

を
得
た
者
に
技
能
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

受
講
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程
・
会
場

◎
学
科
・
実
技
（
一
部
）

二
月
二
十
六
日
（
日
）
、

三
月
五
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間

二
―
三
―
十
四

◎
実
技

三
月
十
二
日
（
日
）

愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術

専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井

二
―
四
―
四
十
八

■
受
講
資
格

【
一
般
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

・
未
経
験
者
、
玉
掛
け
業
務

の
実
務
経
験
の
な
い
者
。

【
特
例
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

・
次
の
い
ず
れ
か
の
業
務
を

六
ヵ
月
以
上
実
務
経
験
し

た
者
。

①
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
以
上

の
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け

の
補
助
作
業
の
業
務
（
有

資
格
者
の
指
導
確
認
印
が

必
要
）

②
玉
掛
け
特
別
教
育
修
了
者

で
、
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ

未
満
の
ク
レ
ー
ン
等
の
玉

掛
け
業
務
（
事
業
者
証
明

が
必
要
）

■
会
費

【
一
般
コ
ー
ス
】
三
万
八
千
円

【
特
例
コ
ー
ス
】
三
万
六
千
円

■
〆
切

平
成
二
十
九
年
一
月

二
十
三
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

全建愛知 NPO 法人主催玉玉
掛掛
けけ
技技
能能
講講
習習
会会

各種作業主任者技能講習会
全建愛知の作業主任者技能講習実施団体で、愛知労働局の登録教

習機関である「特定非営利活動法人全愛知建設技術講習センター」

では、次の日程で作業主任者技能講習を開催いたします。受講をご

希望の方は、ぜひ、この機会に講習をお申し込みください（組合員

外の方でも、受講できます）。

【石綿作業主任者技能講習／登録番号 第1314号】

■日 程 平成28年11月19日（土）～20日（日）

■受講資格 18才以上の者

【木造建築物の組立て等作業主任者技能講習／登録番号第1297号】

■日 程 平成28年12月13日（火）～14日（水）

■受講資格 21才以上で、木造建築物の組立て等の作業に３年以

上従事した経験者 等

※上記の講習は共通として、受講料１万円（テキスト代含）。一部

講習免除者は８千円。会場は全建愛知会館です。

※受講希望の方は、各種作業主任者技能講習開催の、２週間前まで

にお申し込みください。後日、案内・申請書等をお送りいたしま

す。また、受講申込者が少数の場合、開催を中止することもあり

ますのでご了承ください。

※申込・問合 全建愛知 NPO 法人担当までご連絡ください。

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引

落日は28日（月）です。25

日（金）までに、預金残高を

ご確認ください。

尚、引落不能の場合は、

右表のとおり翌月に延滞金

が加算さ

れます。

お 知 ら せ
※１０月１日現在の組織人員

は、11,620名です。

只今、組織拡大強化月間の

（９月～11月）真っ只中で

す。「一人の組合員が一人の

未加入者を加入でき る よ

う」、組織拡大行動にご協力

お願いいたします。

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円
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2016年（平成28年）11月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（７）

ススススススス
タタタタタタタ
ッッッッッッッ
フフフフフフフ
募募募募募募募
集集集集集集集
中中中中中中中

◎
鉄
筋
工
さ
ん
大
募
集
！

小
島
鉄
筋

■
所
在
地

名
古
屋
市
千
種
区

宮
根
台
二
丁
目
十
三
―
七

■
職

種

鉄
筋
工

■
年

令

二
十
才
～
五
十
才

■
資

格

普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
他
の
資
格
は
随
時
取
得
）

■
居
住
地

不
問

（
住
居
は
相
談
に
の
り
ま
す
）

■
備

考

給
与
は
能
力
主
義
で
す
。

■
問
合
先

℡
０
５
２
―
７
２
３
―
５
８
６
５

℡
０
９
０
―
３
５
６
９
―
４
９
５
０

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ー（
木
工
教
室
）

■
日
程

十
一
月
五
日
（
土
）
～

六
日
（
日
）

■
会
場

岡
崎
公
園

港
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程

十
一
月
十
二
日
（
土
）

～
十
三
日
（
日
）

■
会
場

戸
田
川
こ
ど
も
ラ
ン
ド

木
曽
川
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場

木
曽
川
商
工
祭
会
場

津
島
支
部
（
津
島
地
域
）
／

住
宅
デ
ー

■
日
程

十
二
月
四
日
（
日
）

■
会
場

津
島
市
消
費
生
活
展

緑
支
部
青
年
部
／
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ラ
ン
チ
と
長
浜
・
黒
壁
ス
ク
エ
ア

■
日
程

十
一
月
六
日
（
日
）

■
行
先

ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多

和
田
・
黒
壁
ス
ク
エ
ア

木
曽
川
支
部
／
松
茸
と
近
江
牛

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
一
月
六
日
（
日
）

■
行
先

彦
根
城
他

港
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
後
継
者
育
成
・
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
一
月
六
日
（
日
）

■
会
場

中
川
コ
ロ
ナ

中
村
支
部
／
京
都
鉄
道
博
物
館

と
生
八
つ
橋
作
り
体
験
・
伏
見

稲
荷
散
策（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
一
月
六
日
（
日
）

■
行
先

京
都
方
面

緑
支
部
主
婦
の
会
／
演
芸
鑑
賞

と
食
事
会
（
ラ
ン
チ
）

■
日
程

十
一
月
十
日
（
木
）

■
集
合

大
須
演
芸
場
（
中
区
）

午
前
十
時
三
十
分

中
川
熱
田
支
部
／
富
士
サ
フ
ァ

リ
パ
ー
ク
と
石
和
温
泉
の
旅

（
後
継
者
育
成
）

■
日
程

十
一
月
十
二
日
（
土
）

～
十
三
日
（
日
）

■
行
先

富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
・
石
和
温
泉

春
日
井
支
部
／

長
島
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先

長
島
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

中
支
部
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先

岐
阜
白
川
郷

小
牧
支
部
／
リ
ン
ゴ
狩
り
と

「
ホ
テ
ル
木
曽
路
」
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先

恵
那
、
南
木
曽

千
種
・
東
支
部
合
同
／

一
泊
研
修
旅
行

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

～
十
四
日
（
月
）

■
行
先

富
山
・
金
太
郎
温
泉

海
部
支
部
／
久
能
山
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
行
先

久
能
山
東
照
宮
他

北
支
部
壮
年
部
／

不
動
温
泉
・
い
ろ
り
料
理

■
日
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
行
先

不
動
温
泉
華
菱

岡
崎
支
部
／
北
陸
カ
ニ
ツ
ア
ー

（
後
継
者
育
成
）

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日（
日
）

■
行
先

北
陸
方
面

東
海
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日（
日
）

■
会
場

半
田
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

守
山
支
部
／

近
江
牛
・
松
茸
食
べ
放
題
の
旅

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日（
日
）

■
行
先

近
江
八
幡
、
竜
王
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト

尾
北
支
部
／

カ
キ
食
べ
放
題
と
伊
勢
神
宮

■
日
程

十
二
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先

伊
勢
神
宮
他

海
部
支
部
う
ず
ら
の
会
／

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
親
睦
会

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

～
十
四
日
（
月
）

■
行
先

ハ
ー
ト
ピ
ア
温
泉
ホ

テ
ル
長
島

■
問
合
・
申
込

石
島

℡
０
５
２
―
４
４
４
―
１
５
８
０

旭
瀬
戸
支
部
／

リ
ボ
ン
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

■
日
程

十
一
月
二
十
六
日（
土
）

■
集
合

午
前
九
時
四
十
五
分

■
開
会

午
前
十
時
～
正
午

■
会
場

瀬
戸
市
幡
山
公
民
館

■
会
費

無
料
（
昼
食
付
）

■
持
物

ハ
サ
ミ

■
〆
切

十
一
月
十
一
日

■
申
込
・
問
合

伊
藤

℡
０
５
６
１
―
８
６
―
０
８
４
０

�
０
５
６
１
―
５
８
―
５
０
５
３

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
時

十
二
月
四
日
（
日
）

午
後
五
時

■
会
場

稲
沢
市

松
寿
司

国
府
宮
店

■
会
費

三
千
円

■
〆
切

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
申
込
・
問
合

酒
井

℡
０
９
０
―
３
５
８
０
―
７
８
３
６

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

お
正
月
花
教
室

■
日
時

十
二
月
二
十
七
日（
火
）

午
前
九
時
～

■
会
場

め
ぞ
ん
・
ド
・
グ
リ
エ

二
階

小
会
議
室

■
会
費

千
五
百
円

（
コ
ー
ヒ
ー
、
モ
ー
ニ
ン
グ
付
）

■
〆
切

十
二
月
十
日
（
土
）

■
備
考

花
器
を
持
参
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合

小
澤

�
＆
℡
０
５
８
６
―
７
７
―
４
５
６
２

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

正
月
花
講
習
会

■
日
時

十
二
月
三
十
日
（
金
）

午
前
十
時
～

■
場
所

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム

■
会
費

二
千
円
（
食
事
つ
き
）

■
〆
切

十
一
月
三
十
日
（
水
）

■
持
物

ハ
サ
ミ
、
古
新
聞
、
袋

■
問
合
・
申
込

平
松

℡
０
５
２
―
４
８
１
―
４
３
０
５

九
月
二
十
五
日
（
日
）
に
、

今
回
で
五
回
目
と
な
る
合
同
学

習
会
を
、
緑
・
津
島
・
尾
北
・

小
牧
・
北
支
部
の
役
員
、
組
合

員
、
配
偶
者
二
十
九
名
で
実
施

し
ま
し
た
。

代
表
の
服
部
津
島
支
部
長
の

挨
拶
後
、
尾
北
支
部
の
大
島
（
副

支
部
長
）
よ
り
昨
年
度
の
学
習

会
の
復
習
。
そ
の
後
、
組
織
拡

大
に
つ
い
て
服
部
支
部
長
よ

り
、
現
状
・
必
要
性
・
目
的
な

ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

拡
大
は
私
達
の
大
き
な
目
標

の
一
つ
で
、
特
に
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
と
拡
大
行
動

は
同
時
協
力
し
て
実
施
す
る
必

要
性
が
あ
り
、
全
国
的
に
も
重

要
と
位
置
付
け
し
ま
し
た
。
続

い
て
大
島
よ
り
、
組
合
財
政
の

現
状
と
問
題
点
な
ど
の
学
習
を

し
ま
し
た
。
組
合
員
の
為
の
財

政
を
今
ま
で
以
上
に
実
施
す
る

こ
と
が
、
組
合
員
の
理
解
と
加

入
し
て
良
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
事
に
な

り
、
組
織
拡
大
・
財

政
の
安
定
化
・
役
職

員
の
信
頼
が
構
築
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
来
年
も
第
六
回

学
習
会
を
実
施
し
、

今
ま
で
以
上
に
前
進

す
る
こ
と
を
確
認
し

終
了
し
ま
し
た
。

（
十
一
月
末
に
は

忘
年
会
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
）

【
尾
北
支
部

大
島
孝
親

記
】

『
第
五
回
合
同
学
習
会

（
片
山
津
温
泉
）』

組
織
拡
大
の
必
要
性
・
重
要
性
を
学
ぶ

合同学習会の参加者

共済福祉部 ご案内

現場賠償共済パートナー
全建愛知では、「現場賠償共済パートナー」を取り扱っております。

パートナーは下記（１）、（２）によって、他人の身体・生命を害し

たり、他人の財物を損壊したことにより、組合員の皆様が法律上の賠

償責任を負担することによって被る損害を補償します。

（１）仕事の遂行に起因する損害賠償

建築工事、増改築工事等の現場で工事用資材・機材などを落下させ

たり建設機械類の倒壊等請負工事（作業）の遂行に起因する賠償責任

（２）仕事の遂行のために用いる「施設」に起因する損害賠償

現場事務所、資材置場等の付帯施設が原因となった賠償責任

【保険期間】

12月１日から翌年12月１日午後４時までの１年間となります。

※保険期間中途での加入も可能です。この場合は、保険料をご入金さ

れた翌日からの補償となります。

【現場賠償共済パートナーのメリット】

①建築工事や増改築工事等に伴って発生するさまざまな賠償事故を補

償いたします。

②万一事故が発生した場合の賠償資力の確保により、経営の安定化が

はかれます。

③組合員の皆様を対象とする制度ですので、個別に加入される場合に

比べて、割安な保険料で加入することができます。

④保険料は全額経費とすることができます。

【事故の例】

・建築中の建物の屋根から鉄板が落下し通行人にケガを負わせた。

・クレーンが倒れ隣の民家を損壊させた。

・工事現場でコンクリートブロックの外壁が崩れ、通行人にケガをさせた。

※オプション「PL 保険（生産物危険補償特約）」に加入すると、工

事終了（引渡し後）の事故も補償できるようになりました。

ひとたび事故が起きてしまうとその責任も、重大かつ致命的なも

のになりかねません。

あなた自身の責任の遂行のためにも、施主への配慮のためにも、

この「現場賠償共済パートナー」を仕事の“パートナー”としてご

検討ください。

加入・掛金・PL 保険（生産物危険補償特約）等、その他詳しくは、健康

保険・共済課までご連絡ください。
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（８）2016年（平成28年）11月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

◎
何
に
変
身
し
よ
う
か
な

家
の
周
辺
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
向

け
ム
ー
ド
満
点
�
子
供
た
ち
も

仮
装
の
た
め
に
一
生
懸
命
で

す
。

【
中
川
区
／
曽
我
貴
子
さ
ん
】

※
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
ね

◎
十
年
経
つ
と
ボ
ロ
ボ
ロ

十
年
前
に
建
て
た
自
宅
の

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
手
入
れ
を
し

て
い
て
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、

今
月
建
て
替
え
を
す
る
こ
と

に
。
今
度
は
先
進
材
料
を
使
い

八
十
年
ほ
ど
も
つ
よ
う
で
す
。

懐
は
寒
く
な
り
ま
し
た
が
ほ
っ

と
一
安
心
で
す
。

【
天
白
区
／
竹
内
英
男
さ
ん
】

※
八
十
年
は
す
ご
い
で
す
ね

◎
流
行
す
る
前
に

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
は
娘
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
ま
し
た

が
予
防
接
種
の
効
果
（
？
）
か
、

症
状
が
軽
く
す
ん
だ
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
（
組
合
か
ら
の
補
助

金
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）

【
春
日
井
市
／
久
保
ゆ
き
さ
ん
】

※
も
し
も
の
た
め
に
、是
非

◎
事
故
は
突
然
や
っ
て
く
る

赤
信
号
待
ち
で
停
車
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
後
方
車
両
に
追
突

さ
れ
ま
し
た
。
気
を
付
け
て
運

転
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
場
合
は
防
ぐ
の
は
難
し
い
で

す
ね
。
傷
は
大
丈
夫
で
す
が
、

車
が
少
し
…
…
。

【
中
川
区
／
宮
崎
雅
也
さ
ん
】

※
大
事
に
な
ら
な
く
て
良
か
っ
た
で
す

◎
台
風
の
当
た
り
年

九
月
は
雨
が
多
く
て
パ
パ
は

家
に
居
る
事
が
多
く
て
不
安
で

し
た
。
十
月
か
ら
は
晴
れ
の
日

が
続
く
と
い
い
な
あ
…
…
。

【
熱
田
区
／
長
川
ほ
の
か
さ
ん
】

※
天
気
ば
か
り
は
お
手
上
げ
で
す

◎
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
う

婚
活
で
す
て
き
な
出
会
い
を

し
、
八
年
前
に
結
婚
し
た
私
の

姪
、
今
年
四
十
三
才
！
来
春
、

第
一
子
誕
生
に
我
が
こ
と
の
よ

う
に
一
同
お
お
よ
ろ
こ
び
で

す
。

【
中
川
区
／
中
橋
悦
子
さ
ん
】

※
春
が
楽
し
み
で
す
ね

◎
孫
へ
の
贈
り
物

今
年
も
サ
ツ
マ
イ
モ
が
沢
山

出
来
た
の
で
又
孫
に
送
っ
て
や

り
ま
す
。

【
犬
山
市
／
小
川
正
夫
さ
ん
】

※
喜
ぶ
顔
が
浮
か
び
ま
す

◎
食
事
制
限
は
つ
ら
い

最
近
胃
痛
が
原
因
で
母
に

脂
っ
こ
い
も
の
や
刺
激
物
を
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
悲
し
い
で

す
。
だ
け
ど
食
生
活
が
改
善
さ

れ
て
健
康
に
近
づ
け
た
か
も
…

…
？

【
春
日
井
市
／
内
田
優
美
さ
ん
】

※
早
く
解
禁
さ
れ
ま
す
様
に

◎
も
う
秋
な
の
ね

い
つ
ま
で
こ
の
蒸
し
暑
さ
が

続
く
の
か
し
ら
？
で
も
庭
に
は

「
秋
海
棠
」
「
時
鳥
」
「
水
引
」

が
咲
い
て
い
ま
す
。
秋
で
す

ね
！

【
千
種
区
／
小
林
恭
子
さ
ん
】

※
突
然
肌
寒
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね

◎
秋
を
お
裾
わ
け

食
欲
の
秋
�
我
が
家
で
は
手

作
り
の
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
が
大
活

躍
。
近
所
の
方
や
友
人
に
持
っ

て
い
き
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

【
中
川
区
／
鬼
頭
美
由
紀
さ
ん
】

※
と
て
も
美
味
し
そ
う
で
す
ね

◎
秋
の
恒
例
行
事

我
が
家
に
は
小
さ
な
栗
畑
が

あ
り
、
秋
に
な
る
と
沢
山
栗
が

と
れ
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
栗

拾
い
に
皮
剥
き
、
そ
の
後
は
お

い
し
い
栗
ご
飯
。
楽
し
い
秋
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
豊
川
市
／
高
柳
由
香
さ
ん
】

※
み
ん
な
で
ホ
ク
ホ
ク
、う
ら
や
ま
し
い
で
す
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１等、下呂温泉宿泊、ペアでご招待

毎年恒例の「餅つき大会」を

開催します。

全建愛知が組合員の皆さんにより身

近な存在に感じていただけるように、

「餅つき・ぜんざい・フランクフル

ト・スーパーボールすくい・壁塗り体

験・丸太切り・重機の展示・慈善バ

ザー・豚汁・折り紙教室」など、たく

さんの楽しい催しを企画しています。

また、今年も組合員を対象にした

大抽選会を行います。豪華景品を多数ご用意いたします。

皆さん、ぜひ全建愛知に遊びに来てください。お待ちして

います。

■日 時 12月11日（日）午前10時～午後２時30分

■会 場 全建愛知会館

■参加費 無料

■備 考 雨天決行

組合の駐車場は当日使用できません。

■抽選会 午後２時開始／受付は午後１時30分まで

※今年は、抽選時に不在の方は対象外とさせていただきま

す。ご了承ください。

【慈善バザー物品寄付のお願い】
慈善バザーの収益金は、年末助け合い運動に寄付させてい

ただきます。より多くの寄付ができますよう、食品以外の物

品の提供をお願いいたします。

■問 合 各支部主婦の会幹事または本部主婦の会担当の岩

月・桑原までご連絡ください。

昨年の餅つきの様子

1111月月 ここよよみみ

ピピッックク
アアッッププ

２日 唐津くんち

（佐賀県唐津市、～４日）

３日 文化の日、日本国憲法公布70年

５日 世界津波の日

６日 全日本大学駅伝（愛知県～三重県）

７日 立冬

８日 米大統領選挙

９日 全国火災予防運動

11日 介護の日

13日 大相撲九州場所

15日 七五三

22日 小雪

23日 勤労感謝の日

全全日日本本大大学学駅駅伝伝
箱根駅伝（１月２～３日）、出雲駅伝（１０

月１０日）とともに学生３大駅伝と呼ばれま

す。「全国の大学が参加できて、真の日本

一を決める駅伝大会を」と１９７０年にス

タートし、今年で４８回目。毎年１１月第１日

曜日に愛知県・熱田神宮～三重県・伊勢神

宮の８区間１０６．８キロで競います。前

年大会上位６チーム、全国８地区の選考会

を勝ち抜いた１９チームに全日本大学選抜、

東海学連選抜を加えた２７チームが出場。昨

年までの最多出場は４３回の京都産業大学、

最多優勝は１２回の駒澤大学です。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
多
す
ぎ
た
り
、
足
り
な
か
っ

た
り
。
…
…
な
し

④
秋
の
日
は
…
…
落
と
し

⑥
印
刷
物
は
こ
れ
を
見
て
校
正

し
ま
す

⑦
鬼
の
パ
ン
ツ
は
い
い
パ
ン

ツ
、
…
…
ぞ
、
…
…
ぞ

⑨
十
一
月
二
十
三
日
。
…
…
の

日
⑪
花
の
名
。
英
語
で
は
リ
リ
ー

⑫
間
違
っ
た
字
で
す

⑭
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
お
な
じ
み

の
…
…
ゲ
ー
ム
。
カ
ー
ド
に

穴
を
空
け
て
い
き
ま
す

⑯
観
光
旅
館
に
泊
ま
っ
た
朝
は

こ
れ
が
定
番
で
し
ょ
う

⑰
サ
ウ
ナ
風
呂
発
祥
の
国
で
す

⑲
簡
単
に
書
い
た
絵

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
オ
ペ
ラ
を
日
本
語
で
い
う

と
？

②
避
雷
針
を
発
明
し
た
米
国

人
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
…
…

③
肉
体
的
・
精
神
的
苦
し
み

④
英
語
で
「
双
子
」
の
こ
と

⑤
薄
く
切
っ
た
板
を
張
り
合
わ

せ
ま
し
た
。
…
…
板

⑧
予
定
の
価
格

⑩
十
一
月
十
五
日
が
そ
の
日
で

す
⑪
小
指
を
か
ら
め
て
約
束
し
ま

す
⑬
健
康
増
進
法
二
十
五
条
は
…

…
喫
煙
防
止
措
置
を
求
め
て

い
ま
す

⑮
反
物
と
も
い
い
ま
す

⑯
大
野
、
櫻
井
、
相
葉
、
二
宮
、

松
本
と
い
え
ば
？

⑱
栗
の
実
を
包
ん
で
い
ま
す

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員
氏

名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子
等
）

⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き
た
近

況
報
告
を
書
い
て
、
十
一
月
九

日
（
水
）
ま
で
に
組
合
の
教
宣
部

へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

ブ
ン
カ
サ
イ

■
当
選
者

小
林

美
華
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
十
二
月
号
の
原
稿
締
切

十
一
月
七
日
（
月
）

【
編
集
後
記
】

最
近
テ
ニ
ス
を
習
い
始
め

た
子
ど
も
相
手
に
近
所
の
公

園
で
、
暗
く
な
っ
て
も
な
お

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
秋
は
い
い
で

す
ね
。
運
動
後
の
ご
飯
も
お

い
し
い
で
す
。

○け

組織部


